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
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
参
加
者
た
ち
が
会
場
を
埋
め
た
（
４
月
17
日
）

　

４
月
17
日
、
民
青
同
盟
中
央
委
員
会
は
「
社
会
は

変
わ
る
し
、
変
え
ら
れ
る　

―
志
位
さ
ん
と
語
る

学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ
第
２
弾　

テ
ー
マ

：

科
学
的

社
会
主
義
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
会
場
は
多
く

の
学
生
で
に
ぎ
わ
い
、
全
国
各
地
で
も
視
聴
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が

全
国
の
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
答
え
な
が

ら
、
科
学
的
社
会
主
義
を
縦
横
に
語
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
各
地
の
学
生
の
受
け
止
め
を
紹
介
し
ま

す
。 

（
文
中
名
前
は
仮
名
、
栗
山
さ
つ
き
記
者
）

学び、展望をつかんだ学び、展望をつかんだ

じっくり研究できる環境を　理研600人雇止め （３面）

９条守ってこそ平和が守れる　憲法施行75年いま改憲について考える（６、７面）

ロシアは国際社会の総意に従え―覇権主義とたたかってきた民青同盟（10、11面）

311216５

４・17学生オンラインゼミ４・17学生オンラインゼミ

　私が初めて科学的社会主義に触れ

たのは３年くらい前です。専攻が理

系なのですが、唯物論と弁証法とい

う、自然科学とも通じるようなもの

の見方が存在することを知りまし

た。志位さんが話の中でいろいろと

説明していたように、理系の勉強の

中でも科学的社会主義のものの見方

が役に立つということが、物質の階

層性の話などから具体的に説明され

ていて、これも範囲に入っているの

かと、とても面白く感じました。

　資本主義社会の中で、大量生産・

大量廃棄は本質的に起きるもので

す。科学的社会主義は、この事態に

どう対応するかという一つのアンサ

ーになっているのだと思いました。

資本主義社会の発展と共に矛
む

盾
じゆん

も

生まれ、そこから運動が発展してい

きます。民青同盟が科学的社会主義

を力に運動をすることで、知見、発

見、 経験が得られ、そのことが認識

をさらに発展させていくものである

と分かりました。私自身、これまで

運動に関わる中で吸収できたものが

あると実感しています。

　一方で理系なこともあり、社会に

対する見識については学びがまだま

だ必要だと思いました。志位さんが

話の中で紹介していたヘーゲルなど

を勉強して、運動も重ねつつ見識を

深められればと思います。

自然科学にも通じる考え方

東京　杉下さん（大学３年）

学びながら行動していきたい

神奈川　石田さん（大学２年）
　『マルクスと友達になろう』パン

フや班会で科学的社会主義を勉強し

たことはありましたが、今日の話を

聞いて分からないところもあったの

で、これからも学んでいきたいと思

いました。特に弁証法については初

めて聞いたので勉強になることが多

かったです。大学の勉強や社会のこ

とについて学んでいくためにも、１

つの意見や１人の考えだけで物事を

判断するのではなく、さまざまな意

見や事実を調べて自分の考えを深め

ていくことが重要だと思いました。

　また、科学的社会主義はマルクス

・エンゲルスが完成させたわけでは

なく、時代と共に進化していくし、

新しい課題の発見につながるという

ところが印象に残りました。現在、

格差や環境問題などが深刻ですが、

これらの課題の解決に向けて科学的

社会主義を勉強しながら何か行動し

ていきたいと感じました。ロシアの

ウクライナ侵略に対しても歴史に触

れながら学ぶことができて良かった

です。覇権主義についてもっと学び

たいと思いました。

　受験の時に民青に出会い加盟しま

した。いろいろな社会問題に興味関

心があり、民青の活動を通じて視野

を広げたいと思いました。

　今回の話で最も印象に残ったのは

「弁証法」でした。弁証法で一番驚

いたことは「物事を変化・運動・発

展の中で捉える」ということで、自

分はそういう考え方をしたことはあ

りませんでした。今の世界の状況

も、今だけを見ると良くない側面だ

けが見えることもありますが、過去

の歴史からさかのぼって捉えると、

良い方向に世界が進んでいるのだ

と、弁証法を通じて学べました。大

学の講義が始まりましたが、教授の

話を「この人は歴史をこう捉えてい

るんだな」と考えながら聞いていま

す。弁証法を知って自分のものの見

方が変わったことがはっきり分かっ

てワクワクし、好奇心が出てきまし

た。また、これまで社会主義につい

てあまり良くないイメージを持って

いましたが、話を聞いて、偏見がな

くなりました。

　弁証法が身に付くと、社会は変わ

るということに確信が持てるように

なると思います。今まで政治に関し

て距離を置いたり目を背けてきたけ

ど、おかしいことにはおかしいと言

いたい。一人の有権者として、今後

の日本を担う一人として、正しい判

断をしていけるように民青での活動

をがんばりたいです。

弁証法知ってワクワク

埼玉　森田さん（大学１年）

企画はYouTubeで視聴できます。

https://youtu.be/gLXycLMln_0


